
彙

報

當
な
燐
か
ら
、
爾
後
依
然
と
し
て
適
鴬
な
文
民
に
乏
し
い
今
無
、
こ
の
課
書
の

公
刊
は
時
期
…
を
尖
し
六
嫌
は
あ
る
が
、
我
が
學
算
に
於
い
て
懸
…
迎
せ
ら
る
灯

き
で
あ
ら
う
。
そ
れ
に
加
へ
る
に
木
鼠
の
課
文
は
近
年
続
賑
す
る
一
部
考
露

攣
書
の
謬
本
に
較
べ
る
と
穿
常
に
念
が
入
れ
て
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
繊
版

後
可
な
b
の
年
月
を
纏
れ
と
云
ふ
考
殿
か
ら
で
も
あ
ら
う
が
、
謬
瀧
な
b
、

滲
考
書
凝
の
蓮
加
を
以
て
す
る
と
云
ふ
鍵
心
的
な
も
の
驚
る
黙
を
多
と
す
酸

き
で
あ
る
。
印
刷
も
晴
旦
夕
よ
く
繍
來
て
る
て
、
繍
叙
の
如
き
も
網
版
の
複

憲
た
　
が
ら
ム
八
盤
一
分
哺
脚
す
る
の
は
欣
ば
し
い
。
六
ゾ
析
努
麹
町
訓
へ
・
り
れ
れ
謬
註
で

あ
る
が
、
執
簗
春
の
關
係
か
ら
不
鴛
止
と
す
る
も
、
朝
鮮
に
關
す
る
知
見
が

大
部
分
を
臨
め
て
♪
七
れ
等
が
細
か
な
黙
に
二
つ
イ
、
、
み
る
に
も
か
～
は
ら
す
、

…
輝
大
切
な
講
繭
紬
本
部
な
り
支
郷
本
土
の
所
見
に
於
い
て
駈
け
旗
所
の

盆
立
て
み
る
の
は
、
よ
し
ゃ
こ
れ
獅
同
文
物
の
簾
方
波
及
と
云
ふ
田
本
の
臨

界
へ
の
驕
係
に
結
び
つ
け
て
考
へ
る
と
し
て
も
、
、
極
め
て
不
充
分
な
も
の

で
、
こ
の
程
度
の
も
の
な
ら
ば
附
託
せ
な
い
方
が
寧
ろ
．
線
著
渚
に
観
し
て
敬

意
を
爽
す
る
途
で
は
な
か
つ
れ
か
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

　
（
A
5
版
、
本
文
四
二
〇
頁
、
闘
版
叢
二
頁
、
地
闘
一
枚
、
桑
多
文
星
堂

閥
、
蟹
償
十
三
圓
四
ナ
三
銭
）
　
（
以
上
梅
．
原
末
治
）

第
猟
十
雀
　
第
コ
一
號

九
六

彙

報

読
史
珊
々
塞
近
況

　
讃
史
　
盟
漂
鳥
儘
　
新
入
學
脆
並
び
に
蕉
徒
の
敷
迎
會
は
説
H
〃
二
十
一
艮
午

後
、
市
内
武
歳
小
路
湿
熱
の
弘
滋
庵
に
催
さ
れ
た
。
西
町
盗
難
は
じ
め
達
筆

官
、
硯
究
霊
職
撮
、
學
血
取
徒
の
會
す
る
蔚
約
靴
名
、
字
溶
に
勤
勢
歌
唱
中

の
二
毛
ら
竜
折
柄
の
体
口
を
利
し
て
饗
集
、
、
稀
に
認
る
盛
禽
“
で
あ
っ
た
。
轡

は
諸
㈲
五
官
の
談
話
を
以
っ
て
は
じ
め
ら
れ
、
罪
四
隅
教
授
は
特
に
薄
山
刀
に
閣
…
す

る
賛
料
を
展
示
し
て
、
冗
こ
の
方
傭
に
於
け
る
先
人
の
活
動
を
語
ら
れ
た
の
は

極
め
て
感
銘
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
叉
新
　
一
驚
康
ら
は
近
く
勤
勢
環
動
す
べ

く
豫
定
さ
れ
て
る
る
の
で
、
こ
の
堆
一
撃
の
意
も
盛
ら
劇
、
鳳
Ψ
徒
お
勤
軸
勢
と
の

問
題
も
連
蓼
に
論
ぜ
ら
れ
て
時
局
下
逞
し
い
畜
年
の
意
氣
を
聞
陳
し
て
ヵ
張

い
隈
り
で
あ
っ
た
。

　
講
擁
　
宇
治
幽
藩
、
洛
南
宇
治
方
磁
に
勤
三
毛
賛
中
の
本
學
文
．
緯
爾
學

部
畢
生
の
爲
め
に
灘
蒔
・
安
一
頚
一
講
演
が
行
は
れ
、
糊
四
史
研
究
室
よ
り
は
菰
懸
八

彗
夜
桝
田
敏
授
の
南
方
諸
地
域
に
於
け
る
中
世
以
來
邦
人
活
動
の
雁
史
的
な

展
開
に
騙
し
、
叉
灘
月
＋
七
H
夜
に
は
東
伏
見
溝
師
は
宇
澄
・
醍
醐
附
近
を

巾
心
と
す
る
遙
形
葵
術
に
就
い
て
講
演
を
行
っ
た
。
畢
園
キ
．
離
れ
て
敢
闘
す

る
學
血
ぱ
爾
夜
共
識
の
疲
れ
菱
忘
れ
て
、
偉
大
な
我
が
縦
史
的
な
文
化
活
動

に
翻
胸
れ
、
戒
心
銘
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　
月
曝
総
…
義
、
學
生
課
主
…
雛
の
月
曜
講
舳
義
は
時
煽
下
の
要
塑
に
封
へ
て
鍬
撚
倉

（雲66）



晦
…
代
の
欝
欝
を
主
頴
｝
と
し
て
、
廣
く
講
師
〃
を
選
ん
で
長
㎞
期
忽
忽
の
講
座
を
闇
酬

い
た
が
、
西
田
教
導
偽
は
そ
の
第
　
蕪
Ψ
と
し
て
六
葉
一
帯
・
五
爵
…
夜
に
撚
り
「
儒
榊

倉
時
代
の
柵
歴
史
的
膏
脚
義
」
，
と
題
す
る
講
演
を
行
ひ
、
詳
報
蓮
り
に
獲
せ
ら
れ

る
折
繕
…
に
も
机
粥
ら
ず
法
理
儒
餓
州
囲
櫛
杁
誰
｛
満
…
巌
～
に
あ
ふ
る
工
ば
か
り
の
…
嫌
内
外
ほ
艦
脚

衆
を
魅
了
し
た
。
叉
中
村
助
敏
授
は
六
月
十
丸
。
二
十
口
晒
賢
に
「
弘
安
職

勝
と
そ
の
後
」
と
題
し
、
藤
単
寧
授
は
七
月
二
愚
三
爾
肖
に
「
武
家
落
雪
の

滋
義
性
」
に
就
い
て
、
そ
れ
み
＼
蕪
㎝
蕃
…
を
傾
け
ら
れ
た
。

談
器
禽
詑
事

　
晃
羅
　
河
内
密
村
家
　
番
謡
五
口
大
阪
府
南
河
内
郡
高
鷲
村
島
直
な
る
薄

家
吉
村
要
次
郎
一
の
邸
宅
を
見
…
医
し
た
。
一
同
家
は
鵜
閾
　
み
．
山
木
に
政
断
と
閉
し
、

徳
川
癖
・
代
に
は
永
く
大
庄
縫
の
格
式
を
保
ち
、
漣
纏
と
近
郷
に
顎
威
を
擬
っ

て
み
た
。
そ
の
由
贋
大
な
醗
廟
敷
内
は
職
業
末
に
兵
火
に
機
っ
て
以
來
の
幾
織
…
を

有
・
ず
る
も
の
と
認
定
さ
わ
、
四
脚
後
の
建
櫓
に
係
る
都
分
を
…
隙
き
大
和
紬
仲
の
海

魚
、
そ
劃
に
接
毒
す
る
．
警
院
な
ら
び
に
畏
麓
豊
津
は
先
頭
國
寅
に
指
定
さ

れ
、
斑
家
建
築
の
…
典
型
と
考
へ
・
b
劇
て
る
る
。
詳
悟
し
く
説
く
こ
・
と
は
他
に

譲
る
が
、
警
院
の
結
構
、
主
縫
の
規
模
誤
れ
も
元
隷
の
古
製
と
一
致
し
て
み

て
、
乏
し
い
こ
の
種
の
史
料
と
し
て
賞
餓
な
…
侮
で
あ
っ
た
。
八
口
累
加
麿

は
爾
田
園
授
、
東
山
見
巡
帥
以
下
教
官
學
生
ら
十
践
省
、
畑
ふ
る
に
第
一
図

卒
業
生
松
本
茂
李
氏
は
同
村
に
贋
偉
し
、
現
に
賓
村
邸
保
存
會
を
指
黙
し
て

を
ら
れ
る
の
で
、
何
か
と
斡
旋
さ
粗
鉱
っ
西
田
教
授
と
の
淘
三
農
に
は
興
味

深
い
も
の
が
あ
っ
た
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
軌
愚
書
　
五
…
月
十
五
資
は
騰
勢
上
下
…
就
の
・
官
祭
弗
炎
祭
の
”
で
あ
る
。
本
・
年
・

藁

報

も
騰
…
蔭
…
に
て
購
丁
か
な
行
粥
は
”
釘
は
燕
マ
か
㌦
か
っ
た
が
、
謙
冠
頭
の
龍
い
を
課
　
獺
㎜
す
べ

く
、
藤
助
教
授
以
下
研
究
塞
職
員
は
細
細
鷲
繰
の
上
融
に
鐙
譜
芸
事
を
拝
し

た
。
駄
脚
っ
て
叫
玉
人
の
好
意
に
よ
り
灘
　
殿
大
寄
に
饗
入
し
、
隠
秘
の
古
式
［
を
傳

へ
る
帥
撰
を
二
見
↓
等
し
い
獅
倶
に
就
い
て
簿
承
を
調
強
し
た
。

　
大
殿
寺
　
五
月
二
十
二
獅
午
後
に
は
一
L
赤
松
講
師
横
媒
の
課
外
講
義
と
し
て

洛
西
嵯
峨
の
大
騒
専
を
冤
秘
し
た
O
後
宇
多
天
集
の
御
再
興
福
野
既
謂
大

鷹
春
漉
の
由
緒
深
く
、
、
級
々
の
旋
翰
．
展
影
適
簿
写
し
且
つ
聖
蹟
に
富
ん
で

み
る
。
そ
劇
ら
の
｛
辰
燃
翔
を
拝
し
、
後
宇
多
天
塗
漁
鯉
求
渋
の
数
描
心
に
襯
胸
れ
奉
る

こ
と
は
洵
に
畳
多
い
・
次
嬉
で
あ
っ
た
。

　
肺
葉
｛
瞭
寺
　
　
黒
門
墨
黒
籍
に
は
奈
良
縣
北
葛
城
郡
當
臓
籾
の
古
言
姫
川
嚥
押
寺
を
訪

，
れ
た
。
松
一
躍
實
昭
…
民
の
衷
噸
氾
に
て
先
づ
巾
・
坊
に
入
り
、
書
院
、
廃
…
図
を
一

賢
、
轟
果
塔
〃
の
凧
姫
大
難
羅
な
奈
良
朝
の
乖
・
法
を
見
、
金
堂
・
（
建
既
物
は
以
下
す
べ

て
鎌
倉
臨
代
）
に
て
ゐ
小
越
｝
彌
勒
菩
薩
墜
像
…
を
は
じ
め
多
く
の
奈
良
時
代
の
佛

櫓険

�
汕
艪
ｷ
。
次
い
で
あ
不
堂
と
餓
∵
ア
る
晶
曲
沢
羅
　
堂
に
て
申
腫
㎞
嫌
の
報
伸
緯
を
以
っ

て
織
な
し
た
と
傳
へ
る
瀞
土
蔓
鑑
賞
の
爲
し
、
世
に
文
総
曼
茶
羅
と
写
す
る

大
縞
を
舞
す
る
。
又
講
堂
、
に
て
は
こ
し
に
も
多
く
の
陛
罪
な
佛
像
を
拝
し
、

限
り
な
き
法
溌
と
蟄
か
な
史
料
と
に
ひ
た
る
こ
と
が
串
來
た
。

．
久
米
田
寺
六
－
一
望
ロ
大
阪
府
泉
南
の
古
刹
久
米
田
寺
の
男
声
を
行
っ
た
。

同
寺
は
隆
池
院
と
遇
し
て
行
幕
菩
薩
賓
辞
四
十
九
院
の
一
と
簿
へ
、
凹
酌
の

池
塘
は
瓢
箪
則
池
と
嘗
ひ
、
こ
れ
も
亦
行
基
．
の
手
に
開
か
れ
た
と
傳
へ
痢
隅

約
一
黒
森
漫
た
る
水
を
湛
え
て
、
折
柄
挿
秩
の
臨
に
畳
坦
っ
て
・
刀
強
い
感
を
輿

へ
て
る
る
。
一
行
は
爾
田
敏
擾
、
東
伏
見
講
師
以
下
教
官
學
艦
約
＋
名
、
森

重
氏
の
案
内
に
よ
り
、
同
寺
癌
化
既
階
院
に
於
い
て
醐
門
轡
ハ
縮
…
家
午
下
h
等
、
雨
天
亭

第
三
十
巻
　
第
三
號

九
七
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彙

報

隔勝

ｨ
元
年
勘
…
嫌
の
流
詑
坪
付
鰻
（
爲
本
）
等
を
披
見
し
た
〇
　
一
は
以
っ
て
草

勅
に
規
構
幌
を
偲
｝
ぶ
べ
く
、
他
は
一
聯
の
文
識
“
書
を
頽
じ
て
南
朝
忠
臣
の
活
動

を
鍵
…
す
る
に
足
る
。
　
の
み
な
ら
ず
肌
取
近
森
氏
に
よ
つ
串
て
再
噛
蟹
菟
さ
れ
た
金
胎

爾
部
曼
茶
羅
、
明
憲
上
人
像
は
じ
め
幾
多
の
脳
弓
を
葬
見
し
、
又
鎌
倉
末
以

來
圃
寺
の
縮
篇
那
た
る
安
東
氏
關
…
係
〃
の
諸
史
料
一
を
得
て
樹
心
を
富
霊
す
こ
と
が

田
來
た
の
は
楡
快
で
あ
っ
た
。
哺
晦
名
幾
多
く
辮
剥
し
て
更
に
泉
北
取
石
村

紬
鰍
井
の
名
刹
専
総
寺
を
訪
ね
る
。
同
學
非
弓
川
定
慶
師
の
建
寺
で
あ
る
。
こ
塊

に
て
長
慶
天
泉
緯
旨
濱
寺
大
雄
寺
の
・
古
瓦
を
見
、
近
世
禁
裏
の
御
大
工
と
し

て
二
二
氏
配
下
に
活
動
し
た
高
石
町
の
奥
野
家
ら
の
詑
録
鯵
を
披
見
、
夜
更

く
る
の
を
卜
え
な
か
っ
た
O

　
塗
櫛
諮
乱
闘
　
教
官
二
丁
口
髭
等
の
研
究
を
畑
田
町
に
助
成
し
併
せ
て
各
誌
の
蹴
鼠
回
兄
を

交
換
す
る
た
め
、
薪
た
に
談
話
會
を
設
け
、
毎
浬
水
曜
”
の
午
後
牛
消
に
會

岡
し
、
　
　
人
づ
毒
筆
皆
す
る
こ
左
に
な
っ
た
。
醐
始
以
來
の
話
看
鐘
び
に
活

題
は
・
次
の
．
如
く
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

　
六
月
骨
肖

　
六
月
仕
七
日

　
七
月
四
強

　
七
月
＋
一
糊

　
月
＋
八
七
日

　
七
月
＋
五
賛

　
謙
報

ま
す
。

　
蜘
藤
竹

島
津
齊
彬
の
事
蹴

肇
國
の
聖
蹟

茶
　
　
室

大
名
貸
す
る
ね
お
ひ
㊧
分
限
麿

洋
人
の
”
本
研
究
と
國
史
冊
の
獲
邊

耳
　
暴
　
餅

小
倉
親
雄
氏

西
　
揃
　
敏
授

堀
内
弛
次
郎
篤

着
田
一
良
氏

漸
　
田
　
教
授

準
山
敏
治
郎
糞

左
目
の
方
々
の
計
報
に
接
し
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し

男
氏
（
國
史
研
究
室
嘱
託
、
瀞
宮
司
臆
勤
務
）

第
三
十
巻
　
第
三
號

九
八

伊
藤
只
人
氏
（
昭
瀦
五
年
卒
、
弘
前
高
等
學
校
敏
捜
）

勝
　
谷
　
　
透
氏
（
昭
利
八
年
卒
、
長
野
工
藁
専
門
學
校
敏
授
）

稲
葉
慶
儒
氏
（
昭
和
＋
一
年
卒
、
　
元
助
手
、
大
阪
府
鰹
中
高
等
空
襲

　
　
　
　
　
　
校
教
士
）
昭
利
瓢
十
年
二
月
置
怪
死

定
　
難
　
　
震
動
（
王
覇
＋
七
年
九
月
卒
、
）
　
職
病
死

西
洋
史
聯
想
愈

　
三
二
幽
騙
肺
翻
…
藪
W
三
生
一
二
運
麟
臨
　
酉
洋
史
二
二
7
三
生
訣
黙
君
の
轍
酔
迎
禽
随
を
翁
｝
ね
、

昭
湘
二
＋
年
疫
第
｝
陶
小
書
會
例
會
を
薮
鐸
十
四
口
午
箭
＋
一
時
雫
よ
号
陳

列
舘
貴
賓
室
に
て
閑
催
ゆ
原
数
授
、
井
上
助
教
授
以
下
十
二
名
出
翻
し
霊
跡

を
北
ハ
に
し
て
後
、
前
川
講
論
の
講
演
を
聴
講
し
て
散
命
同
。

　
一
、
フ
ラ
ン
ス
輩
入
叩
論
叢
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
箭
規
三
次
郎
氏

　
簸
忽
醐
魑
捌
捌
露
　
　
例
愈
μ
を
六
月
十
八
口
午
後
一
時
よ
蓼
原
獅
肱
授
賞
に
て
開

催
、
原
教
授
、
井
上
助
敏
授
以
下
八
名
餓
席
。

一
、
鍮
冒
澄
碓
の
ブ
リ
ー
ア
ン
　
　
植
纂
琵

地
理
鑛
談
諮
盤

　
地
理
厳
寒
攻
謬
言
生
潟
町
翻
　
昭
和
二
＋
年
五
月
十
九
田
（
纏
繭
」
）
午
後
四
時

よ
り
近
衛
播
電
停
憲
へ
の
京
大
學
生
集
會
断
食
墜
に
駒
い
て
開
催
。
新
入
｝

回
」
生
は
本
科
三
会
、
選
科
型
名
で
、
他
に
…
転
置
励
…
員
の
關
係
か
ら
今
醐
地
理
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學
奪
攻
に
決
定
し
た
そ
れ
以
前
の
本
科
生
二
名
、
緬
㎜
計
九
名
で
あ
る
。
こ
の

鍔
門
、
小
牧
敏
授
、
野
壷
羅
講
岬
脚
を
は
じ
め
…
地
狸
爆
鴫
研
旧
零
墨
｛
諸
樹
烈
の
轟
鋼
舶
川
を
胃
兄
て

出
臆
者
十
六
名
。
乱
グ
食
を
北
ハ
に
し
つ
駈
な
ご
や
か
な
撒
談
の
う
ち
に
…
夕
を

過
ご
し
た
が
、
特
に
「
岡
じ
釜
の
御
叛
を
頂
く
こ
と
の
意
義
」
を
説
か
れ
た

小
牧
敏
授
の
駒
話
は
感
銘
潔
か
っ
た
。

、
騎
乗
畢
漱
五
四
迦
況

　
響
古
畢
談
籍
一
連
　
新
入
墨
・
生
の
嚇
阻
迎
と
近
く
人
讐
す
る
學
坐
横
山
浩
叢
猶

の
幾
行
回
禽
目
を
兼
2
3
て
、
五
月
十
二
髄
（
土
）
午
後
三
時
よ
り
考
古
學
塁
塞
に
て

開
催
。
梅
原
教
授
、
村
田
・
東
伏
見
梅
講
師
以
下
子
音
醐
係
者
九
二
蹴
庸
、

塩
州
づ
薪
…
入
の
藤
好
氏
の
自
己
紹
介
あ
拶
、
梅
．
原
塾
玖
授
よ
り
臨
四
陣
巾
の
沿
荻
室
閲
欄

係
一
齎
の
近
況
柚
…
露
の
後
、
ペ
ト
リ
ー
㈲
敏
授
の
學
嵐
に
就
い
て
の
談
話
な
ど
が

あ
っ
て
、
茶
菓
を
喫
し
二
時
泄
ぎ
に
和
氣
に
満
…
ち
た
會
を
閉
じ
た
。

　
伊
翻
興
士
嗣
構
根
の
瓢
調
査
　
　
山
ハ
月
二
H
（
十
崩
）
よ
h
り
三
口
（
阿
H
）
に
互
り
梅
原
教
授
は

同
地
村
治
圓
治
郎
氏
の
宙
畿
追
に
依
っ
て
、
名
賀
郡
美
波
多
一
村
に
散
在
す
る
古

墳
群
と
剛
山
郡
佐
那
具
に
あ
る
獅
纂
山
古
三
等
を
調
査
し
た
。
斑
縢
政
太
郎

氏
同
砿
迫
。
前
審
制
で
は
圭
角
薄
あ
る
凋
↑
濠
の
三
曲
欺
な
蘭
桝
方
後
闘
門
墳
が
そ
れ
．
入
C
＼
形

の
上
に
差
異
を
示
し
、
両
も
よ
く
墳
形
を
傑
存
す
る
黙
で
興
味
を
唱
い
た
。
・

依
っ
て
こ
れ
等
は
近
く
そ
の
賞
測
を
行
ふ
…
搬
定
で
あ
る
。

　
唐
鏡
火
籔
の
出
版
　
豫
て
印
醐
巾
で
あ
っ
た
本
敏
室
考
古
墨
賀
料
叢
潤
の

第
三
『
磨
鏡
大
掘
阯
は
時
局
の
影
饗
を
受
け
て
、
著
し
く
蹴
版
が
遅
延
し
て

み
た
が
、
最
近
美
徳
書
院
か
ら
公
刊
を
見
た
。
瀦
紙
嗣
圃
版
二
班
、
解
説
一

柵
…
で
、
後
者
に
は
梅
原
幽
荻
授
の
「
唐
鏡
概
槻
し
一
が
腹
一
録
さ
劃
て
あ
る
。
三
百

彙

報

部
の
限
定
爵
版
で
、
窟
ハ
償
は
百
八
十
圓
（
混
一
に
物
品
税
）
で
あ
る
。

　
故
買
崎
良
購
氏
南
方
離
離
術
關
遺
文
唖
聾
に
資
灘
の
愛
婚
　
最
近
本
教
鍵

は
局
氏
の
漫
夕
曇
…
氏
か
ら
こ
の
棉
櫨
の
文
獣
な
蓼
贅
料
一
の
寄
購
を
受
け
て
、
「
笥

下
手
繍
…
巾
で
あ
る
Q
偶
氏
は
故
山
小
職
’
脅
黙
授
蹴
｝
臨
胃
良
紳
｝
撤
一
士
の
A
”
弟
で
、
大
阪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

の
人
、
本
田
纏
濟
學
蔀
を
餌
て
か
ら
三
井
物
産
に
嗣
饗
し
て
、
印
慶
ジ
ャ
ワ

等
に
牽
年
・
以
上
も
在
勤
せ
ら
れ
て
る
た
闇
「
に
、
轟
ぬ
の
」
万
面
に
深
い
關
心
を
持

ち
、
關
係
三
跡
の
實
厳
と
共
に
文
獣
の
蒐
集
に
も
っ
と
め
ら
れ
、
そ
劇
等
が
離

朝
後
整
理
せ
ら
わ
て
、
我
が
二
一
で
稀
に
見
る
整
備
な
も
の
で
あ
っ
た
。
本
…
敏
室

に
は
二
等
そ
の
方
欄
の
關
係
甕
斜
を
殆
ん
ど
鹸
獺
し
て
み
た
の
で
、
こ
の
審

興
を
受
け
た
こ
と
は
晦
毛
彫
殊
に
感
謝
す
べ
き
で
あ
る
。
三
聖
〃
文
献
は
猫
・

菰
ハ
・
瀟
…
其
傭
…
の
も
の
蟹
机
百
照
剛
に
上
塾
、
印
沸
膿
の
都
に
あ
っ
て
は
同
①
唖
α
q
餌
撃
O
づ

卿
b
⇔
昌
謁
。
鑛
…
雌
葛
6
零
。
弓
。
ヨ
℃
冨
鳥
ご
a
潤
（
図
」
昌
8
p
謎
Q
。
O
）
岡
⑦
茜
苧
、

累
。
う
“
↓
お
⑦
帥
3
匙
ω
o
壱
①
鴛
芝
。
琶
｝
首
（
い
つ
昌
畠
。
♪
戸
Q
o
お
）
円
び
Φ
芝
。
訂
締
屋

O｛

曹
ｴ
「
薗
（
び
O
郡
山
O
讃
v
　
圃
Q
Q
ゆ
癖
）
等
の
古
志
ハ
的
な
も
の
か
ら
鷲
堰
堤
の
も
の
に
弄

り
、
又
ジ
ャ
ワ
三
二
で
は
累
’
い
劉
δ
冨
い
b
d
賢
帥
び
鐸
幽
ξ
｝
卜
唇
7
器
。
ざ
賦
。
鴛

ご
①
u
。
O
ユ
℃
島
O
ゆ
　
（
↓
ブ
ζ
ひ
甲
H
炉
㈹
質
評
睡
⑩
緊
3
刈
）
を
は
じ
め
、
同
戴
　
跡
の
晶
恭
本
的
な
調

査
丈
獄
を
含
ん
で
構
珍
、
掬
へ
る
に
岡
三
・
實
査
の
際
撮
影
せ
ら
れ
た
多
数
の

爲
繍
奥
及
、
霊
跡
の
紬
鴛
置
旧
は
、
八
了
後
の
研
究
上
に
廿
聖
水
的
な
蹟
蚊
料
を
織
ハ
へ
る

重
要
な
も
の
が
あ
る
。
さ
れ
ば
一
二
索
｛
で
は
「
尾
崎
良
三
民
蒐
集
粛
…
歓
目
附
圏
交
胤
獄
」

と
し
て
一
夏
溺
置
保
存
し
て
、
利
珊
の
途
を
藩
ず
る
豫
定
で
あ
る
。

第
三
十
巻
　
都
叢
號

九
九
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報

會

報

◇
入

欝
蝿
動
離

禽

京
都
帝
國
大
學
丈
學
部
國
史
研
兜
室

同
、
　
　
　
　
上

岡
　
　
　

．
　
　
上

陶
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

◇
轄

窟
都
府
南
桑
蔚
郡
木
町
慌
避

來
京
都
漉
谷
織
稔
田
町
還
丁
麟
七
九

兵
薙
縣
武
庫
郡
絢
本
庫
山
村
北
螂
六
七
四
ノ
一

翠
嵐
房
内

◇
死

亡

　
　
盤
　
　
』
　
　
飯

　
　
イ
「
　
　
　
　
　
國
　
　
　
　
重

　
　
山
形
友
郎

　
　
岡
田
賢
　
｝

　
　
捨
崎
彰
　
…

（
以
翫
構
原
末
漁
紹
介
）

淺罵．

野一1二

長蕉

武利

田
申
吉
太
郎

左
の
愈
員
譲
氏
が
翔
つ
い
で
抵
去
せ
ら
わ
た
謹
ん
で
墨
意
を
表
す
る
。

昭
瀦
十
九
年
＋
月
髄
二
H

舞
村
伊
九
郁
氏

循
葉
慶
信
氏

勝
谷
　
溌
氏

・
伊
藤
只
人
氏

鎖
輩
＋
巻
第
三
號
　
　
一
〇
〇

　
　
　
犠
藤
竹
男
氏

　
　
　
宛
　
黙
穗
氏
略

　
　
”
　
小
葉
田
亮
氏

文
畢
博
圭
瀧
糖
一
氏
、
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